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寂
し
い
丘
で
狩
り
を
す
る
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Certainly there is no hunting like the hunting of man 
and those who have hunted armed men long enough 

and liked it, never really care for anything else thereafter.

Ernest Hemingway,
“On the Blue Water：A Gulf Stream Letter”

たしかに、狩りをするなら人間狩りだ。
武装した人間を狩ることを長らくたっぷりと嗜んだ者は、

もはや他の何かに食指を動かすことは決してない。

アーネスト・ヘミングウェイ
「青い海で―メキシコ湾流通信」
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主
文　

被
告
人
を
懲
役
七
年
に
処
す
る
。
但
、
未
決
勾
留
期
間
日
数
中
百
六
十
日
を
そ
の
刑
に
算
入
す
る
。

　

理
由　

〈
被
告
人
の
身
上
、
経
歴
、
犯
行
に
至
る
経
緯
〉

　

被
告
人
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
十
五
日
、
当
時
の
朝
鮮
京
城
府
で
五
人
兄
弟
姉
妹

の
二
男
と
し
て
出
生
し
た
。
終
戦
後
、
家
族
と
と
も
に
日
本
に
引
き
揚
げ
、
昭
和
二
十
二
年
こ
ろ
か

ら
福
岡
県
戸
畑
市
（
現
在
の
北
九
州
市
）
に
居
住
し
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
戸
畑
市
立
の
中
学
校

を
卒
業
し
た
後
、
福
岡
市
、
小
倉
市
な
ど
の
映
画
館
で
映
写
技
師
見
習
い
、
映
写
技
師
、
塗
装
店
の

見
習
い
な
ど
と
し
て
働
い
た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
三
十
一
歳
の
時
、
山
口
県
下
関
市

に
移
住
し
、
市
内
の
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
で
照
明
係
を
し
て
い
た
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
八
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月
、
家
出
中
の
十
六
歳
の
少
女
瀬
川
幸
子
と
知
り
合
い
、
性
的
交
渉
を
持
ち
、
同
女
の
就
職
先
を
捜

し
て
や
る
な
ど
と
言
い
な
が
ら
数
日
間
行
動
を
共
に
し
て
い
た
が
、
両
親
の
も
と
に
帰
る
気
持
を
固

め
た
同
女
が
被
告
人
に
邪
険
な
態
度
を
取
っ
た
こ
と
か
ら
、
恋
着
の
情
が
憎
悪
に
転
じ
る
と
と
も

に
、
同
女
が
自
己
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
く
な
っ
た
憤
激
も
加
わ
っ
て
、
確
定
的
殺
意
の
も
と
に

殺
害
に
及
ん
だ
。

　

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
十
月
四
日
、
山
口
地
方
裁
判
所
で
、
殺
人
罪
に
よ
り
懲
役
十
年

に
処
せ
ら
れ
、
岡
山
刑
務
所
で
服
役
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月
二
十
日
、
岡
山
刑
務
所
を
仮
出
獄
し
た
被
告
人
は
、
千
葉

県
船
橋
市
内
へ
転
居
し
て
い
た
両
親
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
地
元
の
映
画
館
で
映
写
技
師
と
し
て
働

く
う
ち
、
岩
手
県
出
身
の
女
性
と
知
り
合
い
、
東
京
都
江
東
区
大
島
の
ア
パ
ー
ト
に
同
居
し
、
二
女

を
儲
け
た
が
、
数
年
後
、
勤
務
先
の
映
画
館
が
閉
館
、
被
告
人
は
解
雇
さ
れ
た
。
そ
の
頃
よ
り
被
告

人
は
し
ば
し
ば
同
居
女
性
に
暴
力
を
振
う
よ
う
に
な
り
、
女
性
は
二
子
を
連
れ
て
被
告
人
の
も
と
を

去
っ
た
。
被
告
人
は
、
同
居
女
性
の
行
方
を
一
年
余
り
追
っ
た
が
、
捜
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。「
み
つ
け
て
、
殺
す
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
供
述
し
て
い
る
。

　

被
告
人
は
そ
の
後
、
千
葉
県
内
、
東
京
都
内
な
ど
で
住
込
み
の
建
設
作
業
員
と
し
て
働
い
て
い
た

が
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
翌
六
十
三
年
の
初
め
に
か
け
て
、
自
動
車
を
盗
ん
だ
上
、
こ
れ
を
無
免
許

運
転
し
て
、
同
年
三
月
十
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
懲
役
一
年
二
ヵ
月
に
処
せ
ら
れ
、
府
中
刑
務
所
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で
服
役
し
た
。
仮
出
獄
は
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
二
月
十
五
日
で
あ
る
。

　

〈
罪
と
な
る
べ
き
事
実
〉

　

府
中
刑
務
所
を
仮
出
獄
の
後
、
東
京
都
中
央
区
晴
海
に
事
務
所
の
あ
る
落
合
建
設
で
住
込
み
の
建

設
作
業
員
を
し
て
い
た
被
告
人
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
二
月
十
九
日
、
大
雪
で
都
内
の
交
通

機
関
が
マ
ヒ
す
る
中
、
午
後
十
時
頃
、
日
本
橋
交
差
点
付
近
で
、
タ
ク
シ
ー
待
ち
の
長
い
列
の
前
に

い
た
野の

添ぞ
え

敦あ
つ

子こ

（
当
時
二
十
六
歳
）
に
声
を
掛
け
、
同
女
の
帰
宅
先
が
江
東
区
東
陽
町
で
あ
る
こ
と

を
知
る
と
、
自
分
も
東
陽
町
だ
と
詐
い
つ
わ

っ
て
、
合
乗
り
を
提
案
し
た
。
同
女
は
快
く
こ
れ
に
同
意
し

…
…

　　

真
向
か
い
の
壁
の
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
。
敦
子
は
フ
ィ
ル
ム
の
編
集
機
を
停
め
、
暗
い
ラ
ボ

を
出
る
と
窓
際
の
席
へ
急
ぎ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
藪や
ぶ

か
ら
受
話
器
を
右
手
で
受
け
取
る
。

「
は
い
、
野
添
で
す
」

　

と
言
っ
て
息
を
凝
ら
し
た
。

「
須
山
で
す
。
判
決
が
出
ま
し
た
。
七
年
で
す
」

　

事
件
か
ら
七
ヵ
月
後
の
地
裁
判
決
だ
っ
た
。

「
野
添
さ
ん
…
…
、
野
添
さ
ん
？
」
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は
い
、
と
敦
子
は
小
さ
な
声
で
答
え
た
。
思
わ
ず
左
手
が
首
筋
に
当
て
ら
れ
る
。

「
押
本
の
や
つ
、
す
ご
く
態
度
が
悪
い
で
す
よ
。
ふ
て
く
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ず
っ
と
裁
判
長
に
そ
っ
ぽ
を
向

い
た
ま
ま
。
だ
け
ど
、
七
年
は
な
い
で
す
よ
。
軽
過
ぎ
ま
す
よ
。
野
添
さ
ん
？
」

「
…
…
は
い
、
こ
こ
に
い
ま
す
」

　

ま
る
で
自
ら
に
言
い
き
か
せ
る
よ
う
な
く
ぐ
も
っ
た
声
を
出
し
た
。
指
先
が
、
無
意
識
に
首
の
青
い
索
条

痕
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
須
山
の
声
が
ひ
び
く
。

「
通
常
の
強
姦
罪
で
二
年
以
上
十
五
年
以
下
、
複
数
事
件
の
併
合
の
場
合
は
二
十
年
ま
で
の
懲
役
刑
で
、
強

盗
強
姦
罪
と
な
る
と
七
年
以
上
無
期
以
下
だ
か
ら
…
…
」

　

敦
子
は
目
を
閉
じ
、
深
く
息
を
吸
い
込
み
、
吐
き
出
し
た
。
受
話
器
を
置
き
、
ラ
ボ
へ
戻
り
、
編
集
機
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
画
面
に
、
小
型
車
輛
を
五
、
六
人
の
人
足
が
押
し
て
進
む
鉄
道
風
景
が
映
し
出
さ
れ
る
。
車
輛

に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
、
八
人
の
客
が
乗
っ
て
い
て
、
フ
ィ
ル
ム
ノ
イ
ズ
の
波
音
を
�
き
分
け
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
聞
こ
え
る
。

「
…
…
こ
れ
は
芥
川
龍
之
介
の
『
ト
ロ
ッ
コ
』
で
有
名
な
豆ず

相そ
う

人
車
鉄
道
で
あ
り
ま
す
。
馬
力
や
機
械
動
力

に
比
べ
、
人
力
の
ほ
う
が
調
達
し
や
す
く
、
か
つ
維
持
費
も
安
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
二
年
の
藤
枝

焼
津
間
軌
道
を
皮
切
り
に
関
東
・
東
日
本
を
中
心
に
次
々
と
開
業
さ
れ
、
そ
の
数
は
三
十
二
軌
道
に
及
び
ま

し
た
。
四
人
か
ら
八
人
乗
り
の
車
輛
を
人
足
七
、
八
人
が
押
し
て
走
り
ま
す
。
線
路
幅
は
六
十
一
セ
ン
チ
メ
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ー
ト
ル
、
一
メ
ー
ト
ル
当
り
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
細
い
レ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
の

島
田
軌
道
を
最
後
と
し
て
…
…
」

　

こ
こ
で
フ
ィ
ル
ム
は
途
切
れ
、
リ
ー
ル
の
空
回
り
す
る
音
だ
け
が
狭
い
ラ
ボ
に
ひ
び
く
。
敦
子
は
機
械
を

停
め
る
と
手
許
灯
を
点
け
、
別
の
フ
ィ
ル
ム
ロ
ー
ル
か
ら
引
き
出
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
先
頭
に
鋏
を
入
れ
、
ス

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
・
テ
ー
プ
で
前
の
フ
ィ
ル
ム
へ
と
つ
な
ぐ
。

　

鉄
道
マ
ニ
ア
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
古
い
フ
ィ
ル
ム
を
編
集
し
て
、
一
本
の
ま
と
ま
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作

品
に
す
る
作
業
だ
っ
た
。

　

　

…
…
同
乗
し
た
タ
ク
シ
ー
内
で
、
職
業
を
尋
ね
ら
れ
た
野
添
敦
子
が
、
映
画
の
編
集
の
仕
事
を
し

て
い
る
と
答
え
る
と
、
被
告
人
は
若
い
頃
、
映
画
館
の
映
写
技
師
だ
っ
た
と
応
じ
、
映
画
の
思
い
出

話
を
饒
舌
に
語
っ
た
。

　

午
後
十
一
時
十
五
分
頃
、
四
ツ
目
通
り
東
陽
二
丁
目
交
差
点
付
近
の
区
立
東
陽
図
書
館
前
で
タ
ク

シ
ー
を
降
り
る
と
、
被
告
人
は
同
女
と
別
れ
、
い
っ
た
ん
反
対
方
向
へ
と
歩
き
出
し
た
が
、
同
女
が

東
陽
図
書
館
の
角か
ど

を
曲
っ
て
姿
が
見
え
な
く
な
る
や
た
だ
ち
に
引
き
返
し
、
同
女
の
あ
と
を
つ
け

た
。
そ
の
間
に
被
告
人
は
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
作
業
用
の
軍
手
を
左
手
に
は
め
て
い

る
。
被
害
者
が
自
室
の
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
ツ
東
陽
へ
の
近
道
で
、
い
つ
も
利
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
の
林
の
中
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
被
告
人
は
被
害
者
の
背
後
か
ら
襲
い
か
か
り
、
軍
手
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を
し
た
左
手
で
口
を
塞
ぎ
、
右
腕
で
頸
部
を
強
く
絞
め
つ
け
て
失
神
さ
せ
た
上
、
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
ツ
東
陽
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
被
告
人
は
、
姦

淫
中
の
性
的
快
感
を
高
め
る
た
め
、
付
近
に
落
ち
て
い
た
電
気
コ
ー
ド
で
被
害
者
の
頸
部
を
強
く
絞

め
つ
け
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
て
強
姦
し
た
。
そ
の
際
、
被
害
者
に
全
治
二
週
間
を
要
す
る
頸
部
縊

創
等
の
傷
害
を
負
わ
せ
る
と
と
も
に
、
財
布
等
の
入
っ
た
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
一
個
を
窃
取
し
、
そ

の
二
日
後
、
強
姦
し
た
こ
と
を
種
に
金
員
を
喝
取
し
よ
う
と
企
て
、
被
害
者
に
電
話
を
掛
け
、「
あ

ん
た
の
秘
密
を
十
万
円
で
買
っ
て
く
れ
。
あ
ん
た
の
出
方
次
第
で
は
、
強
姦
さ
れ
た
こ
と
を
会
社
の

人
に
言
う
よ
。
警
察
に
言
え
ば
ど
ん
な
目
に
遇
う
か
し
れ
ん
ぞ
」
な
ど
と
言
っ
て
脅
し
た
。

　

被
害
者
は
失
神
し
て
い
た
た
め
、
警
察
に
行
く
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
た
矢
先
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
被
告
人
か
ら
の
脅
喝
電
話
に
よ
っ
て
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
警
察
に
届
け
出
た
。

　

そ
の
後
、
被
告
人
か
ら
二
度
脅
喝
の
電
話
が
あ
っ
た
。
同
月
二
十
八
日
、
現
金
の
受
渡
し
場
所
と

し
て
指
定
し
た
地
下
鉄
都
営
新
宿
線
大
島
駅
改
札
口
付
近
に
現
わ
れ
た
被
告
人
を
深
川
警
察
署
警
察

官
が
逮
捕
し
た
。

　　

〈
法
令
の
適
用
〉

　

被
告
人
の
判
示
所
為
は
刑
法
一
七
八
条
、
一
七
七
条
前
段
（
刑
の
長
期
は
刑
法
一
二
条
一
項
に
よ

る
）
に
該
当
し
、
そ
の
所
定
刑
期
の
範
囲
内
で
被
告
人
を
懲
役
七
年
に
処
す
る
こ
と
と
す
る
。
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〈
量
刑
の
理
由
〉

　

本
件
は
判
示
の
と
お
り
強
姦
致
傷
、
窃
盗
、
恐
喝
未
遂
の
事
案
で
あ
る
。

　

被
告
人
は
、
首
を
絞
め
て
失
神
状
態
に
陥
れ
、
抵
抗
で
き
な
い
被
害
者
を
、
被
害
者
の
居
住
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
上
、
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
犯
行
態

様
は
極
め
て
悪
質
で
あ
る
。
か
つ
強
姦
後
、
雪
の
夜
、
失
神
状
態
の
被
害
者
を
半
裸
の
ま
ま
放
置
、

被
害
者
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
し
て
逃
亡
し
た
ば
か
り
か
、
強
姦
し
た
こ
と
を
種
に
金
員
ま
で
脅
し

取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
被
告
人
は
捜
査
段
階
だ
け
で
な
く
、
公
判
時
に
お
い
て
も
被
害
者
が
警
察
に
届
け
出
な
い
と

い
う
約
束
を
破
っ
た
の
は
、
自
分
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
で
あ
る
と
何
度
も
強
調
し
て
、
憤
り
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
る
ほ
か
、「
こ
う
な
っ
た
の
も
彼
女
に
落
度
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
見
知
ら
ぬ

男
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
れ
ば
、
警
戒
す
る
の
が
普
通
だ
と
思
う
」
な
ど
と
責
任
転
嫁
の
供
述
を
く
り

返
し
て
お
り
、
反
省
悔
悟
の
念
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
認
め
、
過
去
に
二
回
の
実
刑
判
決
を
受
け
、

と
り
わ
け
殺
人
罪
で
長
期
間
服
役
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
回
の
よ
う
な
悪
辣
非
道
な
女
性
へ

の
暴
行
、
姦
淫
を
犯
し
た
こ
と
は
到
底
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
旧
植
民
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
、
貧
困
な
ど
本
人
の
幼
少
期
か
ら
の
環
境
が
被
告
人
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
情
状
鑑
定
が
存

在
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
し
て
も
被
告
人
の
刑
事
責
任
は
重
く
、
求
刑
十
年
に
対
し
て
主
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文
の
刑
を
科
す
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

　　

検
察
官
、
被
告
弁
護
人
は
双
方
共
に
控
訴
せ
ず
、
刑
が
確
定
し
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月
十
五

日
、
押
本
史ふ
み

夫お

は
福
島
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。

†

　

電
気
コ
ー
ド
で
絞
め
ら
れ
た
首
の
索
条
痕
は
な
か
な
か
消
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
が
、
脅
迫
に
屈
せ
ず
警

察
に
届
け
出
て
犯
人
逮
捕
に
協
力
し
た
だ
け
で
な
く
、
強
姦
罪
で
告
訴
し
、
法
廷
で
は
二
度
証
言
台
に
立
っ

て
押
本
史
夫
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
こ
と
で
、
敦
子
は
、
自
分
の
人
生
を
見
失
な
う
と
い
う
最
悪
の
事
態

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

彼
女
が
フ
ィ
ル
ム
・
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て
勤
め
る
映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
カ
ビ
リ
ア
」
は
、
神
田
多た

町ち
よ
う
に
あ
っ
た
。
敦
子
は
、
風
邪
を
理
由
に
二
日
休
ん
だ
だ
け
で
、
首
に
綳
帯
を
巻
い
て
出
勤
し
た
。
扁
桃

腺
だ
と
説
明
し
た
が
、
誰
も
疑
わ
な
か
っ
た
。

　

押
本
が
逮
捕
さ
れ
て
す
ぐ
、
敦
子
は
お
ぞ
ま
し
い
記
憶
の
絡
み
付
い
た
ゴ
ミ
集
積
所
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

を
引
き
払
う
こ
と
に
決
め
、
東
陽
町
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
く
、
駅
か
ら
至
近
の
距
離
で
安
全
と
い
う
条
件
で
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新
し
い
部
屋
を
捜
し
た
。
西
に
行
こ
う
と
考
え
、「
東
京
都
区
分
地
図
23
区
全
図
」
を
広
げ
、
三
十
セ
ン
チ

定
規
を
当
て
、
東
陽
町
か
ら
真
西
に
向
か
っ
て
直
線
を
引
く
。
ほ
ぼ
二
十
キ
ロ
の
地
点
、
井
の
頭
線
高
井
戸

駅
付
近
に
目
星
を
つ
け
た
。

　

駅
前
の
不
動
産
屋
が
勧
め
た
の
は
、
駅
の
改
札
を
出
て
、
環
状
八
号
線
の
信
号
を
渡
っ
た
路
地
の
最
初
の

角
に
あ
る
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
五
階
建
の
四
階
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
家
賃
は
月
額
十
一
万
と
や
や
高
め

だ
が
、
電
車
を
降
り
て
か
ら
寂
し
い
道
も
な
く
、
十
分
以
内
で
自
室
の
ド
ア
の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

一
階
に
は
値
段
も
手
頃
な
、
夫
婦
で
営
む
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。

　

自
室
の
リ
ビ
ン
グ
に
付
い
て
い
る
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と
、
手
摺
り
に
雀
が
や
っ
て
き
た
。
井
の
頭
線
の
高

架
を
眼
下
に
し
、
高
架
の
す
ぐ
向
こ
う
に
聳
え
る
杉
並
清
掃
工
場
の
マ
ン
モ
ス
煙
突
を
見
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
高
さ
百
六
十
メ
ー
ト
ル
、
外
径
十
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
雨
の
日
に
は
煙
突
の
て
っ
ぺ
ん
が
、
め
ま
ぐ

る
し
く
動
く
煙
霧
の
中
に
消
え
た
り
、
突
然
現
わ
れ
た
り
し
た
。

　

生
理
が
来
た
と
き
、
敦
子
は
安
�
の
た
め
息
を
も
ら
し
た
。

　

恋
人
と
は
別
れ
る
こ
と
に
し
た
が
、
彼
は
何
も
知
ら
な
い
。

　

高
井
戸
に
移
っ
て
一
年
後
、「
カ
ビ
リ
ア
」
は
解
散
す
る
。

「
カ
ビ
リ
ア
」
は
大
手
出
版
社
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
製
作
が
中

心
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
、
劇
映
画
作
品
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
親
会
社
が
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら

は
じ
め
た
週
刊
で
発
行
す
る
『
名
城
百
選
』『
鉄
道
百
科
』『
完
全
日
録
昭
和
全
史
』
と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
も
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の
の
パ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
大
当
り
し
て
、
有う

卦け

に
入
っ
て
い
た
時
期
、
そ
れ
ら
を
一
号
ご
と
に
映
像
化
し
て
、

ビ
デ
オ
で
別
売
り
す
る
の
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
し
か
し
、
開
始
か
ら
五
年
た
つ
と
ブ
ー
ム
も
去
り
、
本
の

売
り
上
げ
も
頭
打
ち
と
な
っ
て
、「
カ
ビ
リ
ア
」
の
役
目
も
終
わ
っ
た
。
独
自
に
、
有
望
な
若
手
監
督
を
起

用
し
て
数
本
の
劇
映
画
を
製
作
し
た
が
、
玄
人
筋
の
評
価
は
高
か
っ
た
も
の
の
配
給
に
も
恵
ま
れ
ず
、
い
ず

れ
も
赤
字
に
終
わ
っ
た
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
藪
弘
子
が
責
任
を
取
っ
て
辞
表
を
出
す
。
そ
の
都
度
、
も
う
ひ

と
踏
ん
ば
り
と
引
き
止
め
ら
れ
て
き
た
が
、
親
会
社
に
見
放
さ
れ
て
再
起
の
望
み
は
絶
た
れ
た
。
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
演
出
担
当
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
藪
、
敦
子
た
ち
九
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
�
か
な
慰

労
・
退
職
金
で
放
り
出
さ
れ
、
新
た
な
職
捜
し
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

地
方
都
市
に
住
む
映
画
好
き
の
女
子
高
校
生
が

│
と
り
わ
け
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
と
ゴ
ダ
ー
ル
を
愛
し
た

│
、
映
画
編
集
者
に
憧
れ
て
東
京
の
美
術
大
学
の
映
像
学
科
に
進
学
し
、
大
学
院
の
修
士
課
程
を
終
え
、

指
導
教
授
の
紹
介
で
映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
就
職
す
る
。
敦
子
の
描
い
て
い
た
夢
が
実
現
し
、
そ
し
て
破

れ
た
。
群
小
の
映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
編
集
者
に
再
就
職
の
道
は
険
し
い
。
蓄
え
も
底
を
突
き
は
じ
め

る
。
敦
子
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
雀
に
パ
ン
屑
を
や
り
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
た
。

「
散
々
だ
わ
。
い
な
か
に
で
も
帰
ろ
う
か
、
尾
羽
打
ち
枯
ら
し
て
」

　

荷
作
り
も
終
え
た
あ
る
日
、
母
校
に
大
学
院
時
代
の
指
導
教
授
を
た
ず
ね
た
。
南
部
敬
一
郎
は
か
つ
て

「
キ
ネ
マ
旬
報
」
の
編
集
長
を
長
く
つ
と
め
、
映
画
評
論
家
と
し
て
も
高
名
で
、
著
書
も
多
く
、
国
内
外
の

映
画
祭
の
審
査
委
員
を
務
め
て
い
る
。
敦
子
は
、
故
郷
に
Ｕ
・
タ
ー
ン
す
る
に
際
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
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教
授
へ
挨
拶
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

「
も
っ
た
い
な
い
な
ァ
。
野
添
く
ん
は
学
芸
員
資
格
も
持
っ
と
る
や
ろ
。
京
橋
の
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
で
エ

デ
ィ
タ
ー
を
一
人
、
募
集
し
と
る
ん
や
け
ど
、
ど
や
、
受
け
て
み
ん
か
」

　

駄
目
も
と
で
受
け
て
み
よ
う
か
。
敦
子
は
早
速
、
国
立
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）
に
応
募
要
項
を

問
い
合
わ
せ
た
。

　

当
日
、
京
橋
へ
行
く
と
、
受
験
者
控
室
に
は
四
十
人
余
り
の
応
募
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
た
っ
た
一
名
の

採
用
に
四
十
人
…
…
、
敦
子
は
す
っ
か
り
怖
気
づ
き
、
そ
の
ま
ま
引
き
返
そ
う
か
と
腰
を
上
げ
か
け
た
と
た

ん
、
控
室
の
ド
ア
が
閉
め
ら
れ
た
。
映
画
史
と
映
画
技
術
史
の
筆
記
試
験
、
編
集
実
技
試
験
、
面
接
と
つ
づ

く
。
朝
十
時
に
は
じ
ま
っ
た
の
が
、
終
わ
る
と
午
後
四
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
疲
れ
切
っ
て
、
頭
の
中
に
靄
が

か
か
っ
て
い
る
状
態
で
帰
宅
し
た
敦
子
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
し
ば
ら
く
ぼ
ん
や
り
マ
ン
モ
ス
煙
突
を
見

上
げ
て
い
る
と
、
ふ
い
に
昔
覚
え
た
漢
詩
が
浮
か
ん
で
き
た
。

「
帰か
え
り
な
ん
い
ざ

去
来
兮
、
田
園
将ま
さ

に
蕪あ

れ
な
ん
と
す　

胡な
ん

ぞ
帰か
え

ら
ざ
る
。
既
に
自
ら
心
を
以
て
形
か
ら
だ
の
役
し
も
べ
と
為な

す
、
奚な
ん

ぞ

惆ち
ゆ
う

悵ち
よ
う

と
し
て
独ひ
と

り
悲
し
む
や
。
已い

往お
う

の
諫い
さ

む
ま
じ
き
を
悟
り
、
来ら
い

者し
や

の
追
う
可べ

き
を
知
る
。
実
ま
こ
と

に
途み
ち

に
迷

う
こ
と
其そ

れ
未い
ま

だ
遠
か
ら
ず
…
…
（
さ
あ
、
帰
ろ
う
。
故
郷
の
田
園
が
い
ま
に
も
荒
廃
し
そ
う
な
の
に
、
ど

う
し
て
帰
ら
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
み
ず
か
ら
求
め
て
精
神
を
肉
体
の
奴
隷
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

に
、
ひ
と
り
く
よ
く
よ
と
嘆
き
悲
し
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
は
、

今
さ
ら
悔
ん
で
も
し
か
た
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
心
掛
け
ひ
と
つ
で
ど
う
に
で
も
な
る
。
人
生
の
進
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路
を
た
し
か
に
踏
み
ま
ち
が
え
た
が
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
遠
く
へ
は
来
て
い
な
い
…
…
）」

　

高
校
の
漢
文
の
先
生
が
黒
板
に
書
き
、
生
徒
た
ち
に
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
よ
う
指
示
し
、
次
回
の
授
業
ま

で
に
暗
誦
し
て
く
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。

│
き
み
た
ち
も
い
つ
か
、
こ
の
詩
を
口
ず
さ
ん
で
、
心
慰
め
る

と
き
が
来
る
。
ま
だ
若
い
の
に
老
成
し
た
感
じ
の
先
生
だ
っ
た
。

　

…
…
已
往
の
諫
む
ま
じ
き
を
悟
り
…
…
、
敦
子
は
途
中
で
嗚
咽
し
て
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
が
、
心
の
中

で
最
後
ま
で
暗
誦
し
き
っ
た
。

　

翌
々
日
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
リ
ビ
ン
グ
で
電
話
が
鳴
っ
た
。
合
格
の
知
ら
せ
だ
っ

た
。
次
の
日
、
速
達
で
正
式
な
採
用
通
知
が
届
い
た
。
事
件
か
ら
一
年
半
が
た
っ
て
い
た
。
多
く
の
日
本
人

が
、
戦
後
…
…
年
と
数
え
る
よ
う
に
、
敦
子
自
身
、
そ
れ
に
な
ら
っ
た
数
え
方
を
す
る
。
一
九
九
〇
年
二
月

…
…
、
記
憶
を
新
た
に
す
る
た
め
で
な
く
、
忘
れ
る
た
め
に
だ
。
記
憶
は
確
か
に
時
間
と
と
も
に
薄
ら
い
で

ゆ
く
、
そ
の
時
間
を
た
し
か
め
る
の
だ
。

　

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
に
も
慣
れ
て
い
っ
た
。
翌
年
の
初
夏
、「
木
下
惠
介
生
誕
八
十
年
」
と
銘

打
っ
た
、
彼
の
映
画
の
回
顧
上
映
が
二
週
間
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

敦
子
も
事
務
局
の
一
人
と
し
て
企
画
に
携
り
、
期
間
中
は
受
付
か
ら
展
示
、
上
映
作
品
の
解
説
に
至
る
ま

で
、
息
継
ぐ
暇
も
な
い
。
観
客
動
員
は
尻
上
が
り
に
好
調
で
、
中
盤
か
ら
は
立
見
も
出
る
ほ
ど
だ
。
期
間
も

残
り
二
日
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
目
玉
は
、
高
峰
秀
子
主
演
『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』
の
モ
ノ
ク
ロ
版
の
上
映
で
あ
る
。
一
九


